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運営協議会の様子
質疑の様子 長尾本部副委員長・大西三重地本委員長　　　

会議の様子

　平成二十年十月三日（金）に岡崎支店に
て、平成二十年度第二回支店運営協議会を開

催しました。出席者は会社側から十名、組合
側から五名で行われました。
　平田支店長のあいさつでは会社の業務の適

性を確保するため経営管理・リスク管理・コ
ンプライアンス・監査・トーエネックグルー

プの業務の適正化の五点の体制を改正し、Ｊ
‐ＳＯＸ法の施行による体制の確立をする。

また、岡崎支店上期の経営状況、安全衛生面
について話され、労働組合と全従業員の頑張
りに対し御礼の言葉がありました。

　議題に沿って各部門より資料に基づき状況
報告がされ、活発な質疑応答がされました。

営業部門では、平成二十一年度の期首手持工
事量予想.下期に現況の仕事に対して担当者
と年代別懇談会を予定し意見の吸い上げを行

い改善に繋げたい・法令の改正による対応
等、委託工事部門では、代休補正後の時間外

状況・休日出勤・予算進捗・他支店からの応
援調整・市場開発の将来ビジョン地中線Ｇの

取扱等が話されました。さらに支店全部門で
旧蒲郡営業所の現状の取扱や各営業所の移転

関連・タイムレコーダーの導入について話さ
れました。　最後に、岡田地本委員長より上期予算達成

のご尽力における労いの言葉と下期に向けた
施工計画における各自所能力と環境に見合う

取組みで対応していただくことと、各職場は
厳しい作業環境下の中、下期予算達成に向け

精一杯の協力・努力を重ねていくことを認識
していただきたいとお願いしました。

　今後とも、従来以上の良好な労使関係や信
頼関係のもと諸取組の解決に向けていきます

のでよろしくお願いしますと締められまし
た。

　平成二十年十月二十八日（水）十三時三十分より岡
崎支店三階集会室にて平成二十年度第二回安全衛生委

員会を開催しました。議長の平田支店長をはじめ三十
四名の出席により行われました。
　平田議長の挨拶では、今年四月より「財務報告に係

る内部統制制度」がスタートし、持場・立場で与えら
れた業務を確実に実行し、従業員一人ひとりがより高

い責任ある行動が重要である。そのためには、明るく
風通しの良い職場環境づくりが重要と考えており、今

後「報・連・相」を徹底し情報の伝達が迅速に伝わる
体制を徹底したいと述べらました。
　衛生講話として、小森産業医から今までのイメージ

に当てはまらない「うつ病」いわゆる『新型うつ病』
について、症状と対応についてお話を戴きました。
　議事に沿って、平成二十年度上期安全衛生計画推進

状況について、支店各部門のまとめ及び衛生関係共通
資料の説明の後質疑応答が活発に行われました。その

後、今年度上期安全衛生計画状況について、全委員の
拍手により承認されました。
　最後に岡田地本委員長より、衛生関係で長期休務者

の状況は現在７名が発症しており、疾病別ではメンタ
ル面が４名と多く、所属長及び管理職は従業員の労働

環境の変化や行動などを事前に察知するための声掛け
運動を取り組んでいく必要があると考えます。時間外

労働は本来臨時的な場合に行われるものであり、時間
外労働が増加すると健康面で問題が多く発生する恐れ

があります。今後も過重労働者を早期に把握し対応策
を立てる事が必要になります。と挨拶され今後とも、

安全衛生の取組みについて、労使による意見交換をお
願いしますと締められました。

　平成二十年十月二十二日
（木）十五時十五分より岡崎支

店三階集会室にて本部秋季オル
グが開催されました。長尾本部

副委員長・大西三重地本委員長
が本部の代表として参加して戴

きました。　内容としましては活動報告と
して、継続検討課題の交渉の中

間報告がされ、その後社内情勢
について、本部の考え方を聴い

たり、岡崎地本内の問題点を吸
い上げて戴き有意義な質疑応答
となりました。


